２０１０年度「児童思春期講座５」　　
　
期　日：２０１１年２月１２日（土）－１３日（日）
対　象：医療、看護、保育、教育、治療、相談、指導、福祉などに携わる専門家および学生他
定　員：１５０名（満員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）

受講料：１２,０００円　(税込み、昼食は各自でお取り願います)　

会　場：明治安田こころの健康財団　２階講義室（東京都豊島区高田３－１９－１０）
ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車約７分（詳細地図は受講証に記載します）
主　催：財団法人　明治安田こころの健康財団　（ＴＥＬ：03-3986-7021）　　　


【プログラム】
	日　程
	時　 間
	テーマ　および　講師（敬称略）

	２月

１２日

（土）


	9:30-10:45
	世界乳幼児精神保健の動向と子どもを守る日本の課題

渡辺久子（慶応義塾大学専任講師　小児精神科医）

	
	11:00-12:15
	症状の奥にあるもの：見つめる中でみえてくる関係性の重層

酒井道子（慶應義塾大学病院小児科　臨床心理士）

	
	13:15-14:45
	乳幼児観察と症例スーパービジョン

平井正三（NPO法人　子どもの心理療法支援会　理事長）

	
	15:00-16:30
	ＤＶ・離婚等の渦中の子ども：子どもの権利と司法の役割

長谷川京子（みのり法律事務所　弁護士）

	２月

１３日

（日）


	9:30-10:45
	土居健郎の「甘え」：葛藤を生きる子らのトラウマ

渡辺久子（　　前　　掲　　）

	
	11:00-12:30
	間主観性の世界

丸田俊彦（米国メイヨ・クリニック医科大学精神科名誉教授）

	
	13:30-15:15
	パネル：「現代社会の歪と葛藤に巻きこまれる子をいかに救うか」

パネリスト：出講講師（予定）
司　　　会：渡辺久子

	
	15:30-17:00
	ハーグ条約は日本の子どもを守れるか？

高橋睦子（吉備国際大学大学院社会福祉学研究科　教授）


※講義テーマ、時間等に変更がある場合がありますのでご了承願います。
もの言わぬ子どもらをトラウマから守る：


子どものこころの理解／子どもを守る法的枠組み





日本は今全国的に家族とそれをとりまく地域の養育機能の低下が進み、虐待、ドメスティックバイオレンス、いじめ、発達障害や心身症等が増加し、子どもらの苦しみはますます多様で複雑になっています。障害や病気のあるなしにかかわらず、すべての子どもが祝福されて育ち、安心で安全な毎日が送れる日本社会を実現するには、今子どものこころの理解を深め、子どもの思いと願いがきちんと反映される社会システムの構築が必要です。本講座では、人生のスタートの赤ちゃんの世界をよりよく理解し、ものいわぬ子どもらにトラウマを与え、健やかな心の発達を阻害する日本の現状を吟味します。そして、子どもが子どもらしく暮らす権利を守る法律、医療、教育、福祉システムについて考えたいと思います。


本講座の一日目は、渡辺久子が世界の乳幼児精神保健の動向と日本の課題を解説し、酒井道子が症状の奥にあるトラウマや重層的な関係性の世界について紹介します。ついでタビストック・クリニックの乳幼児観察と症例スーパービジョンによる子どものこころの理解の研修について平井正三が講演し、ＤＶや離婚の渦中の子どもの権利を守る日本の司法の役割につき長谷川京子が論じます。


二日目には、渡辺が現代社会の子どもをトラウマから救う土居健郎の「甘え」の理論の意義を解説し、「甘え」に通じる普遍的なこころの間主観性について丸田俊彦が講演します。午後には「現代社会の歪と葛藤に巻きこまれる子をいかに救うか」について、パネリストの講師と参加者で活発な討論を展開する予定です。最後は高橋睦子が「ハーグ条約は日本の子どもを守れるか？」というテーマで、子どもの目線からみた同条約のリスクにつき国際的な視点から論じます。広くこどもにかかわる教師、保育士、保健師、児童臨床心理士、小児科・精神科スタッフ、児童福祉施設、家庭裁判所、児童相談所職員の方々の、実践力のステップアップにつながる講座としてお勧めします。








講座№１０２５０














